









































れているが [8，9ト我々は、 XY、ハイゼンベルク、 0(4)スピン系のそれぞれについてミクロカノ
ニカルなシミュレーションを実行し、温度はエネルギーについての非単調な関数となることを示
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図 1:単純立方格子 (20x 20 x 20，周期的境界条件)上のハイゼンベルク反強磁性模型についての
ミクロカノニカルな温度の計算結果。相互作用の大きさは最近接スピン聞が Jl= 1、次近接スピ
ン聞が h= 0_26Jlで、いずれも反強磁性的とした。
て生じる Z3対称性の破れに由来すると考えられる。計算結果の例を図 1に示す。また、弱い 1次
相転移を示す [10，11]積層三角格子上のXY模型について、ミクロカノニカルなシミュレーション
を実行し、 1次相転移の性質が 1203程度以上の大きな系で現れることを示した [12]0
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